
平成２６年 第２回 熊野町議会定例会（６月） 

一 般 質 問 通 告 一 覧 表 
Ｎｏ．１ 

質 問 議 員 
質問の 
方 法 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 
質問の 
相 手 

１．南田議員 一問一答 ①  受迫溜池の経過
について 

● 町が大政奉還により、国より譲渡を受けた村
有溜池１３３筆は、村が村民に議会決議して、

村民に所有権登記した。 
譲渡人は、受迫溜池で人格が無く明治３１

年の民法公布で無主になり、国に帰属した。 
しかし、国は民法第９５条を公布し、錯誤

登記した町に更正することを認めた。更正す

る義務は町長にある。 
現在どのように管理されているか。熊野町

に所有権を更正することを要求する。 
 

町 長 

② 保安林の中間報

告を 
● 保安林を解除して、県道工事の残土で開発工
事がされている。 
この保安林は、町は何を目的に買収したの

か。買収に当たって不明朗な買収がされてい

る。業者が不必要となった保安林を高価で買

収し損失は目に見えている。 
受迫溜池と共通したところがある。どちら

も町民の被害等考えていない。金銭面の考え

は一切考えず損失は目の前に見えているよう

に思える。いずれ判明するときはある。 
全予算の中間報告を求める。 

 
２．佛圓議員 一問一答 ①  庄賀地区ヘ派出

所の設置について 
● 萩原の庄賀地区は、近年、コンビニ、スーパ
ー等が出店し、昼夜を問わず遅くまで賑わっ

ており、安心・安全な町づくりからも海田警

察署の派出所を設置してはいかがか。 
 
 

町 長 

②  中学校のプール
を町民への開放に

ついて 

● 現在閉鎖している両中学校のプールを水中
歩行等ができるよう改良し、健康増進の一環

として広く町民に開放することはいかがか。 
 
 

教育長 



Ｎｏ．２ 

質 問 議 員 
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方 法 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 
質問の

相 手 
 一問一答 ③  各小学校の学校

評議員制度につい

て 

● 地域住民の学校運営への参画また、地域社会
に開かれた学校づくりを推進していくための

制度は、今日どの様な提言が出され、成果を

上げているか。 
 
 
 

教育長 

３．藤本議員 一問一答 ①  町内行事につい
て 

● 平成２５年９月定例議会において質問させ
ていただいた以下の質問に対する回答を問

う。 
 ・高齢化の進む町内で一斉清掃は負担になっ

てきている。 
  特に河川に入っての草刈りは重労働であ

る。地域によって清掃方法が違うことに違和

感を覚える町民がたくさんいる。 
  一斉清掃の基準を作り、誰もが参加できる

町内行事としての位置づけを要望する。 
 
 
 

町 長 

②  町内施設の充実
について 

● 第５次熊野町総合計画にあります「ひと ま
ち 育む筆の都 熊野」。 
  このフレーズにありますことを実践するに
は、町内施設の充実を進めることが必要と考

えます。 
  例えば近隣の市町には大きな遊具を備えた

立派な公園が整備されていますが、熊野町に

はそれらしい公園がありません。 
  子育て世代の定住促進を進めるためにも町

内の公園整備は早急に取り組むべき問題と捉

えますが、町として公園の整備に対しての考

えを問う。 
 
 



Ｎｏ．３ 

質 問 議 員 
質問の 
方 法 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 
質問の

相 手 
４．山吹議員 一問一答 ①  ふるさと納税に

ついて 
生まれ故郷や応援したい自治体への寄付、い

わゆる「ふるさと納税」について、総務省の公

表資料によると、平成２４年の１年間に全国で

約１３０億円の寄付がなされたとある。 
 本町の財政力に照らし、財源を創意工夫によ

り獲得する試みが重要であると考えるが、この

「ふるさと納税」による寄付金受領の現状と取

組み、寄付金の使途を聞く。 
 また、昨年度に開始した記念品贈呈「返礼品」

の取組みについて、改めてその趣旨と記念品購

入に要した額について問う。 
 

町 長 

②  筆の里工房の今
後の展開について 

 筆の里工房は、平成６年度の開館から今年で

２０周年を迎える。 
 これまでに多くの企画展を開催し、町内外か

ら毎年７万人を超える多くの方にお越しいただ

いており、本町唯一の観光施設となっている。

これまで開催された多くの展覧会の企画立案に

は、展示品の所有者や関係者、関係団体との交

渉や集客方法など、大変な苦労があったものと

感じている。 
 筆の里工房は、筆の里振興事業団への指定管

理委託という形で運営されているが、今後どの

ような運営方針でどういった効果を期待されて

いるか。 
 設置者である町としての考えを問う。 
 
 

５．民法議員 一問一答 ①  筆の里工房２０
周年と今後の振興

について 

筆の里工房は、この９月で開館２０周年を迎

える。現在の経営状況や工房内での休憩所、ト

イレの増設及び工房北側への公園整備計画につ

いて問う。 

 

町 長 

② 若者定住、少子化
対策について 

２０４０年には、全国の約半数の８９６市区

町村が消滅の危機に直面するという衝撃的な人

口推計が公表された。本町も若年女性がほぼ半

減すると試算されているが、今後の若者定住、

少子化対策に対する施策を問う。 
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質問の

相 手 
６．時光議員 一問一答 ①  介護予防施策に

ついて 
 超高齢社会を見据えた町の介護予防事業の現

状と今後の取り組みについて問う。 
 
 
 

町 長 

②  県道瀬野呉線に
ついて 

 新宮地区における県道瀬野呉線交通安全事業

の概要及び計画について説明を求める。 
 
 
 

７．沖田議員 一問一答 ①  保育環境の充実
について 

今年度、施政方針においては、発達障害児に

対する保育士の加配措置や保育士の処遇改善に

取り組む保育所への財政支援措置を講じるな

ど、保育環境の充実に取り組むとのことですが、

現在の状況と今後の対策についてお伺いしま

す。 

・町内保育所の発達障害児の人数とそれに対す

る保育士の加配措置について、具体的にご答弁

ください。 

・保育所への財政支援措置について具体的にご

答弁ください。 

・兄弟で保育所に入所する場合の対応をご答弁

ください。 

 

 

 

町 長 

②  子育て支援策に
ついて 

妊娠初期から子育ての孤立化を防止するとと

もに、不慣れな子育て生活の不安や負担の軽減

を図るため「子育て応援メール」配信サービス

を導入していただけないでしょうか。 

 複雑化する乳幼児の定期予防接種のスケジュ

ールを保護者が自ら管理することへの支援策と

して対象乳幼児の生年月日を登録することによ

り接種忘れを防止し、安心して子育てができる

環境を提供するため「予防接種お知らせメール」

を導入していただけないでしょうか。 
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質 問 議 員 
質問の 
方 法 

質 問 事 項 質 問 の 要 旨 
質問の

相 手 
８．山野議員 一問一答 ①  父子健康手帳の

活用について 
・何時頃から始めたのか。 
・利用者の反応は。 
・年間の利用状況。 
・育児中の父親・母親にアンケートを取ったこ

とがあるのか。 
・今後の予定は。 
・他の市町での活用状況は。 
 

町 長 

②  西公民館建替え
の進捗状況は 

・実施計画 
・工事計画状況 
・完成の予定は。 
 
 

９．荒瀧議員 一問一答 ①  筆の里振興事業
団について 

 ２０１４．３定例会に引続き筆の里工房の運

営内容について 
① ２０周年記念「国宝展」の内容及び町民（特
に小中高生）への普及はどのように考えてい

るか。 
② 物販２億円余の利益の処理はどうなってい
るのか。 
③ 理事会評議員会の意見はどのようなものが
あるか。 

 

町 長 

１０．片川議員 一問一答 ①  以前にもお伺い
した西公民館の跡

地利用の概要 

跡地利用について以前お伺いしたが、付け焼

刃の回答のように思えた。 
高齢化しつつある西部地域への対策、定住促

進、商店街を含め活性化へ向け伺いたい。 
 

町 長 

②  町公共事業の入
札について 

入札のあり方を全般的にお伺いしたい。 
事業発案から実行予算（見積方法）、入札、発

注実行までの経緯等。 
 

③ 障害者、障害養護
者、保護者の町の

支援について 

町内障害者、障害児童、養護者も平等に年齢

を重ねて行く中、現体制の中では、日々、年々

不安を重ねておられるように見える。 
町として今後の対策（ケアホーム等）支援の

考え方をお伺いしたい。 
 



 


